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南アフリカのダイヤモンド鉱山巡り

はじめに

4月のはじめに、南アフリカ共和国

ケープタウンで第7回国際キンパーラ

イト会議 (7thInternational Kimberlite 

Conference)が開催されました。乙の会

議に先立ち、「婚約指輪は給料の3ヶ月

分Jのキャッチコピーで有名なダイヤ
モンド会社のデ・ビアス社 (DeBeers) 

の案内でダイヤモンド鉱山を見学する

ことができました。今回は、このダイヤ

モンド鉱山巡りの報告をします。

キンパーライトとは

ダイヤモンド鉱山巡りの前に、キン

パーライトという言葉はあまりなじみ

がないと思うので、簡単に説明してお

きます。キンパーライトは、地球上に存

在する火山岩の中で、もっとも地下深

くからやってきたと考えられている岩

石です。ダイヤモンドを産出すること

で知られており、学術的・経済的に重要

な岩石です。ダイヤモンド鉱山を見学

するというごとは、キンパーライ トを

見学すると言っても良いでしょう。分

布はアフリカ、ロシア、オーストラリ

ア、北米などの安定大陸と呼ばれる古

い大陸で、日本には存在しません。

私は以前から、高温高圧発生装置を

使って、キンパーライ トをマントル内

部の条件にもどして、キンパーライト

マグマがどのようにできたかを研究

しております。私は数年間キンパーラ

イトの研究を行っているのですが、実

際に野外でキンパーライトを観察し

たことがありません。

ダイヤモンド鉱山巡り

今回私は、鉱山巡検 (LargeMin巴

Field Trip)に参加しました。乙の巡検

に参加した目的は、肉眼でキン

ノfーライトを観察することと、

大量のキンパーライトを採集し

てくる乙とです。

見学した鉱山は、南アフリカ

の首都、プレトリアの近くのプ

レミア鉱山、南アフリカ北部の

ヴェネチア鉱山、ジンパブエ南

部のリンポポ川沿いのリバーラ

ンチ鉱山、そしてボツワナ中央

部のオラパ鉱山です。すべての

鉱山でダイヤモンドを採掘して

います。乙のうち、オラパ鉱山

は、巨大な鉱山の町を形成しており、

地図にも載っていますが、それ以外の

鉱山は通常の地図には載っていませ

ん。各々の鉱山は、 1，OOOkm以上離れ

ているものもあり 、その聞のパス移動

はたいへん苦痛で、した。すべての鉱山

に共通で、巡検グループが到着する

と、鉱山の地質学者が鉱山の地質につ

いて説明します。

4つの鉱山のうち、プレミア鉱山は、

深い竪穴と坑道の発達した鉱山です。

巡検参加者は、鉱山が用意した白衣と

懐中電灯付きヘルメット、安全靴を着

用させられ、地下720mの坑道でキン

ノfーライ トの産状を見学しました(図

1)。風化していないキンパーライトを

観察できたため、有意義で、はあったの

ですが、蒸し暑さでたいへんでした。プ

レミア鉱山以外は、大規模な露天掘り

の鉱山です。特に、ゥーェネチア鉱山は最

大直径が800mを越える巨大な露天掘

りの鉱山です(図2)。露天掘りの鉱山

では、らせん状に道が造られており、タ

イヤの直径が大人の背丈より大きな、

巨大なダンプが採掘したキンパーライ

トを運んでいました。いずれの鉱山で

も、採掘したキンパーライトは、砕いて

からダイヤモンドを取り除く作業を数

回繰り返され、ダイヤモンドが入つて

ないことが確認された後で捨てられま

す。捨てられたキンパーライトは、いわ

ゆる「ぼたI1JJになり、大きなものでは
100m近い高さになります。南アフリカ

の平坦な草原を車で走っていると、こ

の「ぼた111Jが目に付くことで、ダイヤ

モンド鉱山がどこにあるかわかりま

す。プレミア鉱山では、ぼた山での岩

図1.ヘルメッ ト，ヘッドライトを装備

し，地下720mの坑道を巡検する プレミ

ア鉱山 (PremierMine， South Africa)にて.
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石・鉱物採集が許され、ぺリドタイトや

エクロジャイ卜などのマントルを構成

する岩石や、数センチメートルのイル

メナイトや透輝石などの鉱物を採集す

る乙とができました。

岩石の採集に関して、私は日本から

重たい岩石ハンマーを持参したので

すが、ハンマーを使って鉱山内の岩石

を採集できたのはジンパブエのリ

バーランチ鉱山だけでした。他の鉱山

では、露天掘りの中を見学した後で、

鉱山の施設の外に用意された、ダイヤ

モンドが入つてないことが確認され

ているキンパーライトの採集を許可

されました。それでも、露天掘りの中

で見ることができたほとんどの種類

のキンパーライトを採集することが

でき、結局32kgのキンパーライトを採

集することができました。ちなみに、

鉱山内での岩石採集が許されない鉱

山では、鉱山を見学の後、手荷物検査

をされることがあります。もっとも厳

しいところでは、手荷物すべてにX線

検査をし、さらにボディーチェックま

でされました。

おわりに

1週間の短い期間ではありました

が、たいへん勉強になる巡検でした。

キンパーライトを初めて見た感想は、

正直言って、「見た目は丹沢を構成す

る凝灰岩とあまりかわらなpJといっ
たところです。もっとも、岩石を構成

している鉱物は丹沢のものとはまっ

たく違いますが…。

採集してきたキンパーライトは、近

いうちに博物館の情報コーナーで公

開したいと思います。

図2. ヴ、ェネチア鉱山 (VenetiaMine， 

South Africa)の大規模な露天掘り .


